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学長のことば

大学の概要

環境方針

環境配慮の
取り組み状況



学長のことば

2022年２月に始まったロシアによるウクライナ侵攻は、エネ2022年２月に始まったロシアによるウクライナ侵攻は、エネ
ルギーと地球温暖化問題に対する議論を一段と深める機会になルギーと地球温暖化問題に対する議論を一段と深める機会にな
りました。りました。
ウクライナ危機に伴う石油や天然ガスなどの資源高は、エネウクライナ危機に伴う石油や天然ガスなどの資源高は、エネ
ルギーの安定的確保こそ最優先されるべきで、「パリ協定」（気候ルギーの安定的確保こそ最優先されるべきで、「パリ協定」（気候
変動に関する国際的合意）にこだわるべきではないとする声がわ変動に関する国際的合意）にこだわるべきではないとする声がわ
き起こりました。き起こりました。
パリ協定とは、世界の平均気温の上昇を産業革命前	と比べてパリ協定とは、世界の平均気温の上昇を産業革命前	と比べて
1.5度に抑えるとする目標のことで、2015年に開催された国連1.5度に抑えるとする目標のことで、2015年に開催された国連
の地球温暖化問題を話し合う国連気候変動枠組み条約第21回の地球温暖化問題を話し合う国連気候変動枠組み条約第21回
締約国会議（COP21）で採択された合意文書です。締約国会議（COP21）で採択された合意文書です。
その一方で、エネルギー供給を他国に委ねるリスクを考えれその一方で、エネルギー供給を他国に委ねるリスクを考えれ
ば、今こそ再生可能エネルギーの利用と省エネ対策を一段と加ば、今こそ再生可能エネルギーの利用と省エネ対策を一段と加
速させるべきだとの意見が欧米を中心に強まっています。速させるべきだとの意見が欧米を中心に強まっています。
温室効果ガスの大量放出による地球温暖化が原因とみられる温室効果ガスの大量放出による地球温暖化が原因とみられる

風水害や異常気象は世界で頻発の度を増しています。その現実を踏まえた長期的視点に立つならば、ウクライナ風水害や異常気象は世界で頻発の度を増しています。その現実を踏まえた長期的視点に立つならば、ウクライナ
危機を乗り越えて、脱炭素の流れを一段と加速させていかなければならないのは自明ではないでしょうか。危機を乗り越えて、脱炭素の流れを一段と加速させていかなければならないのは自明ではないでしょうか。
環境破壊、地球温暖化、自然災害などの問題は一国だけで解決できるものではありません。地球規模での持続環境破壊、地球温暖化、自然災害などの問題は一国だけで解決できるものではありません。地球規模での持続

可能性を視野に、旧来の垣根を超えた協調と連携により全人類が協力して取り組まなければなりません。我が国可能性を視野に、旧来の垣根を超えた協調と連携により全人類が協力して取り組まなければなりません。我が国
も「2050カーボンニュートラル」に向けて不断の努力が求められています。大学も例外ではありません。	も「2050カーボンニュートラル」に向けて不断の努力が求められています。大学も例外ではありません。	
千葉工業大学は「地球環境保全が人類共通の最重要課題のひとつであると認識し、未来世代とともに地球環千葉工業大学は「地球環境保全が人類共通の最重要課題のひとつであると認識し、未来世代とともに地球環

境を共有するため、持続型社会の創生に貢献し、教育研究機関としての使命役割を果たす」という基本理念のも境を共有するため、持続型社会の創生に貢献し、教育研究機関としての使命役割を果たす」という基本理念のも
と、さまざまな環境保全のための活動に取り組んでいます。と、さまざまな環境保全のための活動に取り組んでいます。
更に、千葉工業大学は環境保全への取り組みに対する社会的説明責任を果たすために、大学の概要、環境方更に、千葉工業大学は環境保全への取り組みに対する社会的説明責任を果たすために、大学の概要、環境方

針、環境基本方針に基づく取り組み等を環境報告書として取りまとめ公表致します。これは、本学の環境保全に針、環境基本方針に基づく取り組み等を環境報告書として取りまとめ公表致します。これは、本学の環境保全に
向けた取り組みの自主的改善とともに、社会から信頼を頂くために大いに役立つと考えます。そして、教職員、学向けた取り組みの自主的改善とともに、社会から信頼を頂くために大いに役立つと考えます。そして、教職員、学
生及び保護者の皆様、産業界あるいは官公庁の皆様、高等学校関係者の皆様、地域の皆様等、本学に関係する生及び保護者の皆様、産業界あるいは官公庁の皆様、高等学校関係者の皆様、地域の皆様等、本学に関係する
方々に有用な情報を提供するものとしてご活用いただけると考えます。本書により千葉工業大学の環境保全への方々に有用な情報を提供するものとしてご活用いただけると考えます。本書により千葉工業大学の環境保全への
取り組みについてご理解をいただくと共に、環境保全のレベルアップに役立つご意見・アイディア等をお寄せくだ取り組みについてご理解をいただくと共に、環境保全のレベルアップに役立つご意見・アイディア等をお寄せくだ
さいますよう宜しくお願い申し上げます。さいますよう宜しくお願い申し上げます。
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大学の概要

　本学は､1942年に「興亜工業大学」の名称で現在の玉川大学内に誕生しました。その後、1946年に千葉県君
津への移転を契機に「千葉工業大学」に改称し、1949年に津田沼に移転、元陸軍鉄道第二連隊施設の払い下
げを受け、現在の津田沼キャンパスとなりました。
　1986年に芝園キャンパス（現新習志野キャンパス）が完成。以後、新習志野キャンパスでは学部１・２年生、津
田沼キャンパスでは学部３・４年生及び大学院生の教育を行っています。現存する私立の工科系大学としては日
本で最も古い歴史を持つ大学です。

　本学は、1942年に創設され、2012年に70周年を迎えました。2016年度からは、「工学部」を「工学部」・「創
造工学部」・「先進工学部」の３学部に改組転換し、現在は５学部を有する理工系総合大学です。
　創立時から「師弟同行」、「自学自律」を建学の精神として掲げてきましたが、創立70周年を契機として当時の設立趣意書
を改めて見直し、その表現を「世界文化に技術で貢献する」と改めました。さらに、「科学技術の理論と応用を教授研究する
とともに、豊かな教養を備え、人類福祉のため進んで協力する意欲と識見をもつ人材の養成」を教育目的とし、師弟同行、
師弟共生の教育をもって、次に掲げる５つの教育目標を定め、教育目的を達成するための実践的教育を推し進めています。

設置する学部学科等

大学の沿革

事業内容

1

2
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機 械 工 学 科
機 械 電 子 創 成 工 学 科
先 端 材 料 工 学 科
電 気 電 子 工 学 科
情報通信システム工学科
応 用 化 学 科

機 械 工 学 科
機 械 電 子 創 成 工 学 科
先 端 材 料 工 学 科
電 気 電 子 工 学 科
情報通信システム工学科
応 用 化 学 科

工 学 部

創 造 工 学 部
建 築 学 科
都 市 環 境 工 学 科
デ ザ イ ン 科 学 科

建 築 学 科
都 市 環 境 工 学 科
デ ザ イ ン 科 学 科

先 進 工 学 部
未来ロボティクス学科
生 命 科 学 科
知 能 メディア 工 学 科

未来ロボティクス学科
生 命 科 学 科
知 能 メディア 工 学 科

情 報 科 学 部 情 報 工 学 科
情報ネットワーク学科
情 報 工 学 科
情報ネットワーク学科

社会システム
科 学 部

経 営 情 報 科 学 科
プロジェクトマネジメント学科
金融・経営リスク科学科

経 営 情 報 科 学 科
プロジェクトマネジメント学科
金融・経営リスク科学科

機 械 工 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

機械電子創成工学専攻
（ 修 士 課 程 ）

先 端 材 料 工 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

電 気 電 子 工 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

情報通信システム工学専攻
（ 修 士 課 程 ）

応 用 化 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

工 学 専 攻
（ 博 士 後 期 課 程 ）

機 械 工 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

機械電子創成工学専攻
（ 修 士 課 程 ）

先 端 材 料 工 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

電 気 電 子 工 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

情報通信システム工学専攻
（ 修 士 課 程 ）

応 用 化 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

工 学 専 攻
（ 博 士 後 期 課 程 ）

工 学 研 究 科

建 築 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

都 市 環 境 工 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

デ ザ イ ン 科 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

建 築 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

都 市 環 境 工 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

デ ザ イ ン 科 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

創造工学研究科

未来ロボティクス専攻
（ 修 士 課 程 ）

生 命 科 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

知能メディア工学専攻
（ 修 士 課 程 ）

未来ロボティクス専攻
（ 修 士 課 程 ）

生 命 科 学 専 攻
（ 修 士 課 程 ）

知能メディア工学専攻
（ 修 士 課 程 ）

先進工学研究科

情 報 科 学 専 攻
（ 修 士 ・ 博 士 後 期 課 程 ）
情 報 科 学 専 攻
（ 修 士 ・ 博 士 後 期 課 程 ） 情報科学研究科

マネジメント工学専攻
（ 修 士 ・ 博 士 後 期 課 程 ）
マネジメント工学専攻
（ 修 士 ・ 博 士 後 期 課 程 ） 社会システム科学研究科

学　部 大 学 院
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　大学院では、学部教育の基礎の上に、工学における理論及び応用を教授・研究し、その深奥を究めて文化の進
展に寄与することを目的として教育・研究を行っています。
　また、学生教育の他、産官学交流プロジェクト、社会や地域に還元するプロジェクトなども併せて推進し、留学
生の受け入れ、連携大学院との交流も総合的に推進しています。

   場　所

キャンパス概要4
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22
自ら学び、

自ら思案し創造する
人材の育成

33
自由闊達、
機智縦横な
人材の育成

44
善隣及び協力を
作り上げていく
人材の育成

55
高度な専門知識と
豊かな教養をもつ、
学理及び技術に優秀な
人材の育成

11
広く世界に知識を
求める好奇心を
持つ人材の育成

●バスターミナル

JR津田沼駅

●７号館
　（コンピュータ演習室など）

●３号館
　（学生食堂・購買など） ●２号館

●４号館（工作センターなど）
●１号館

●８号館

●通用門

●６号館（講義棟）

●５号館（図書館など）
●正門

津田沼キャンパス
（３・４年生、大学院生）

〒275-0016
千葉県習志野市津田沼2-17-1
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CIT

屋内練習場

野球場

ラグビー・
陸上競技場

学生部室棟
正門

武道館 格納庫・
音楽練習室

サッカー場

ビーチバレー
ボールコート
テニスコート

ハンドボール
コート

武道場

多目的ホール

千葉工業大学

千葉工業大学

　12号館
（展望ラウンジ・アスレチックジム・
 学生自由工作室・事務室など）

11号館

9号館

7号館

5号館（講義棟）

2号館

6号館（図書館）

　8号館
（講義棟・コンピュータ演習室）

3号館
（物理・化学実験室など）

13号館
（食堂棟）

購買

フットサルコート
4号館（体育館）

野球場
テニスコート

正門

1号館

学生寮
（桑蓬寮・椿寮）

10号館

新習志野キャンパス
（１・２年生）

〒275-0023
千葉県習志野市芝園2-1-1

学生寮
〒275-0023
千葉県習志野市芝園2-1-3

茜浜運動施設
〒275-0024
千葉県習志野市茜浜3-4-10

CHAPTER 2 大学の概要
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   学　生　数

   教 職 員 数
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津田沼キャンパス 新習志野キャンパス

4,589
※2021年５月１日時点

学部学生

4,721
学部学生

777人 人 人

大学院生

男性 女性
659人3,930人

男性 女性
114人663人

男性 女性
709人4,012人

※2021年５月１日時点

270
専任教員

男性 女性
33人237人

165
専任職員

男性 女性
50人115人

57
専任研究員

男性 女性
4人53人

人 人 人

5



　千葉工業大学は、地球環境保全が人類共通の最重要課題のひとつであると認識し、未来世代とともに地球環
境を共有するため、持続型社会の創生に貢献し、教育研究機関としての使命役割を果たします。

　環境報告の事業年度は、学生の入学・卒業に合わせ、毎年4月から翌年3月としています。また、対象範囲は、津
田沼・新習志野両キャンパスならびに茜浜運動施設や寮生の生活基盤となっている学生寮(新習志野キャンパス
と隣接)とします。	
　本報告書では、本学の在学生、教職員、および学外の皆様と本学の環境方針およびその関連情報を共有する
ことを目的とします。

基本理念

基本方針

環境報告の方針

1

2

3
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環境マインドを備えた創造性豊かな人材を
育成し、これに関わる研究活動を行い、技術
で世界文化に貢献します。

人材の育成と
関連研究の推進1 4

2
5

3 6

大学運営における環境負荷を低減するため、
省エネルギー、省資源、廃棄物の削減、再資源
化に取り組みます。

環境負荷の低減

本学キャンパスの環境と景観の維持・向上に
努めるとともに、地域における環境、防災の
役割を認識して、その責任を果たします。

キャンパスの
環境保全と改善

ホームページ等を通じて、環境関連情報を学
内外に積極的に公開します。また、環境保全
に関わる教育プログラムの実施、行政支援、
市民環境活動への参加等、社会貢献活動と環
境コミュニケーションを推進します。

環境関連情報の公開と
コミュニケーションの推進

環境関連の法規制等を遵守し、行動します。

法規制等の遵守

理工系総合大学として、先進的な環境マネジ
メントシステムを構築し、効果的運用と継続
的改善に努めます。

環境マネジメント
システムの構築

6
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　本学では、主な活動となる教育（人材育成）活動及び最先端の研究活動に伴い、多くのエネルギーと様々な物
質を消費しています。エネルギーは主に電力とガスです。出来るだけ環境負荷の少ない事業活動を実践するた
め、日々努力を続けています。

   環境負荷収支

   電気・ガス・水道の使用状況の把握（過去５年間の推移）

環境負荷収支1

Environmental Report 2021, Chiba Institute of Technology

排ガス

古紙再資源化量
61,860kg

リサイクル量
(ペットボトル・アルミ缶等)

15,565kg

◉環境研究による新技術開発
◉環境教育による人材輩出
◉環境研究教育による社会貢献

雨水再利用
3,610㎥

●購入電力　13,041千kWh
●都市ガス　307,632㎥

エネルギー投入量

大気排出物

●一般廃棄物 172,570㎏
●産業廃棄物 126,597㎏

〈廃棄物排出量〉

廃棄物

●87,299㎥
〈下水道への総排水量〉

水域排出物
●上水道　29,648㎥
●井　水　86,037㎥

水

温室効果
ガス排出量〈 〈5,780t-CO2●

教育・研究
活動

教育・研究
活動

津田沼 新習志野 茜浜運動施設 学生寮 津田沼 新習志野 茜浜運動施設 学生寮

（千kWh）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

4,197

183
1,138

9,707

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000（㎥）

3,148

187
1,033

9,957

3,101

179
940

10,047

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

147,492

295
57,197

90,148

76
36,383

151,035

266
50,407

76,274

146,112

430 
52,209 

87,877

電　気 ガ　ス

2,215

134
1,164

7,665

84,228

79,756

2,848

176
1,299

8,717

191 59,440

121,041

126,960

環境配慮の取り組み状況04.
CONTENTS
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津田沼

茜浜運動施設 学生寮

新習志野
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11,280

13,678

39,478

2,782

12,273

41,330

2,481

10,584

4,490

34,636

9,923

4,700

34,570

1,509

991

1,364

1,042

17,353

6,636

15,968

10,141

水　道

30,787

8,216

2,689

5,648
1,482

27,905

1,508

759

413
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12,790

5,787

36,495

9,870

3,610

8,418
3,609

36,279

654

612 13,263

15,515
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　東日本大震災後の電力供給不足による節電の要請に対応し、2011年度は電力使用制限の発動があり削減
目標15％の節電に取り組み、2012年度以降も節電に取り組んでいます。特に電力消費量が多い夏期期間に
は、次のような様々な対策を実施しています。空調温度の制限、照明の間引き、電化製品の使用自粛、エレベー
ターの使用を控え階段による移動、各施設のピーク時のエリア縮小や閉鎖等の対策を、全学を挙げて取り組ん
でおります。また、意識啓発のための職員による節電パトロールを実施しています。〈実施期間：毎年７月１日～
９月30日〉

　本学は、これまで受動喫煙防止の観点から、2010年８月には建物内を全面禁
煙とし、屋外についてもキャンパス再開発に合わせて順次縮小し、2015年度から
は、健康増進法の趣旨に従い、受動喫煙防止への取り組みをさらに強化することと
し、津田沼・新習志野両キャンパスで敷地内全面禁煙を実施しました。
　この取り組みは喫煙場所を学外に移すということではなく、喫煙者に対して健
康被害に関する認識を高めさせ、卒煙を促すことを主眼としています。禁煙に関す
る講習会の開催やパンフレットの配布をはじめ、様々な禁煙対策を講じ、卒煙に向
けて活動を進めていきます。

　東日本大震災発生時に津田沼駅周辺に多くの帰宅困難者が
発生し、大混乱となりました。これを教訓として、習志野市を中
心に本学を含む周辺事業所間で大災害発生時における帰宅困
難者対策を協議し、本学は大災害発生時に津田沼駅周辺に発
生する帰宅困難者を一時的に学内に受け入れる協定を2013
年3月に習志野市と締結しました。大災害発生時には習志野市
や周辺事業所と協力して、帰宅困難者の受入を実施し、安全な
避難場所を提供するとともに、水・食料を提供し、一昼夜安全な
環境を提供します。
　2016年11月６日（日）に「平成28年度帰宅困難者対策訓
練」を習志野市が実施し、本学は市と連携して一時滞在施設と
して帰宅困難者の受け入れ訓練を行いました。

   節電活動

   キャンパス内全面禁煙の実施

   地域における環境、防災の役割と責任

環境基本方針に基づく取り組み2

Environmental Report 2021, Chiba Institute of Technology

2011年３月11日の東日本大震災の際には、
数多くの地域住民の方々へ避難場所を提供いたしました。
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　大災害が発生した場合、大学には多くの学生と周辺からの避難者で混乱するこ
とが想定されます。そのような混乱状態をいち早く解消し、キャンパス内を安全な
空間とするため、「大地震発生時の避難誘導マニュアル」を作成し、教職員に周知
しています。
　また、学生には「防災対応マニュアル」を周知し、日頃から防災意識を高め、「い
ざ」という時にどのように行動すべきかを周知しています。	

	 https://www.it-chiba.ac.jp/support/support/disaster_manual/

　2013年より、本学が行っている様々なエネルギー消費状況や環
境問題への取り組みを報告書として作成し、ホームページで公開し
ています。	

https://www.it-chiba.ac.jp/institute/disclosure/environment/

　地域の環境改善への取り組みとして、津田沼キャンパスから新習志野キャンパスの間を歩いてゴミ拾いをする
クリーンウォークを2008年から実施しています。現在は本学学生と教職員で実施していますが、今後は地域と
の連携を検討していく予定です。

URL

URL

   災害発生時の対応マニュアルの作成

   行政支援、市民環境活動への参加

   環境報告書の発行と公開
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千葉工業大学
 安全委員会

20182018
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　エネルギー使用の合理化等に関する法律（省エネ法）に基づき、経済産業省並びに文部科学省に毎年次の定
期報告書を提出しています。
①第一種エネルギー管理指定工場（津田沼キャンパス）定期報告書
②津田沼キャンパス・新習志野キャンパス・各研修センター・スカイツリータウン®キャンパスを合計した特定
事業者定期報告書

③中長期計画書

　2009年には文部科学省の「大学等のエネルギー管理指定工場実地調査」を受検し、評価点：80点以上と評
価されました。本学では2018年度および2019年度の省エネ優良事業者となっており、２年連続達成は事業者
全体の４割となっています。
　⦿1979年　省エネ法　制定
　⦿2003年　津田沼キャンパスが第二種（燃料等（電気））の指定を受けた
　⦿2005年　法改正　第３回気候変動枠組条約国会議	COP3（京都議定書の発効）
　⦿2009年　津田沼キャンパスが第一種の指定を受けた
　⦿2010年　特定事業者として全体が指定を受けた
　⦿2015年　第21回気候変動枠組条約国会議	COP21（パリ協定）

　本学では、空調設備の経年劣化による更新において、各建物の運用の状況等に応じた高効率機器と、きめ細かな
制御を可能とする中央監視装置を積極的に導入しています。この中央監視装置は空調設備の他、電気設備、給排設
備等の機能の自動化や不具合の監視・記録をコンピューターに集約させた装置で、省エネに大きく貢献しています。
　また、新築各棟では主に共用部分での照明器具はLED照明を採用しており、既存棟についても順次LED照明化
を進めています。2011年度の津田沼キャンパス４号館の改修工事では、ほぼ全館の照明器具をLED照明に取り替
えました。津田沼キャンパス７号館も全館LED化に向けて４階の講義室から更新を行い、2017年度には３階の講
義室をLED化しました。更に同キャンパスの６号館全館についてもLED化しました。新習志野キャンパスについて
は、2015年度から２ヵ年計画で８号館（第２講義棟）の講義室をLED化しました。

   エネルギー定期報告書

   省エネ設備の導入

環境保全と改善3

Environmental Report 2021, Chiba Institute of Technology

空調機器 LED照明
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　本学では、新築や改修工事の中で、積極的に太陽光発電等の設備を導入し、自然エネルギーの利用促進を
図っています。現在、合計254kWの太陽光発電設備と７kWの風力発電設備を設置しています。当該設備を設
置した建物には、１階に発電量やCO2削減量、総積算発電電力量等のデータをリアルタイムに表示するモニ
ターを設置し、学生、教職員および来客に取り組みの内容を周知しています。2015年度には、新習志野キャンパ
スに新築した新体育館に、122kWの大規模な太陽光発電設備を設置しました。

※	測定機械故障により
11月～３月分のみ

   再生可能エネルギーの利用

千葉工業大学  環境報告書  2021

太陽光発電のモニタ画面

津田沼キャンパス４号館屋上
太陽光発電設備

津田沼キャンパス７号館屋上
太陽光発電設備

津田沼キャンパス６号館屋上
風力発電設備

風力発電のモニタ画面

津田沼キャンパス 1号館
　　　  〃 4号館
　　　  〃 7号館
　　　  〃 8号館
新習志野キャンパス 6号館
　　　  〃 体育館
津田沼キャンパス 6号館

太陽光

風　力
合　計

2010年度
2011年度
2012年度
2014年度
2012年度
2015年度
2013年度

15kW
54kW
15kW
6kW
42kW
122kW
7kW

261kW

種　類 設置場所 発電出力 設置年度
❖ 再生可能エネルギー

16,733kWh
68,340kWh
19,707kWh
3,113kWh
50,512kWh
152,133kWh

575kWh
311,113kWh

2021年度発電量

※
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　津田沼キャンパスの１号館・２号館は屋根に降った雨水を集
水し、処理をした上で、同建物のトイレの洗浄水等に利用して
います。新習志野キャンパスでは、キャンパス全体（７～11号
館を除く）で、津田沼キャンパスと同様に雨水を利用する雑用
水配管設備が整備されています。

　津田沼キャンパスでは、実験室及びラボより廃棄される実験廃液・廃試薬等は、
施設課（水質分析室）で委託を受け、廃棄物保管室で一時保管後、定期的（年６回程
度）に処理をしています。
　新習志野キャンパスでは、実験廃液庫で一時保管後、定期的（年２～３回程度）に
処理をしています。

　2014年度より、学生寮が運用開始となり使用水量が大きくなるのを契機に、新習志野キャンパスに処理プラン
トを設置し、井戸水を飲料水として利用することになりました。津田沼キャンパスは、それより10年先行し、2004年
度より同様の処理プラントが稼働中
です。これにより、新習志野キャンパス
では、上水道使用量が半分以下に減
少しました。また処理に要した排水を
雨水とともに雑用水に利用していま
す。今後は、両キャンパスとも、災害時
の飲料水確保の対策として有効に利
用できるよう検討していく予定です。

   雨水の利用

   井戸水の利用

   有害廃棄物の管理・回収

Environmental Report 2021, Chiba Institute of Technology

大便器

大便器

上水
補給水弁雨水ろ過装置

雨水流入制御弁

雨水排水管

雨水処理水槽雨水処貯留槽

加圧給水ポンプ

水栓
緑地

▼有・無機系廃液　処理委託票 ▼廃棄物（廃液・廃試薬・試薬空瓶）保管室

▼廃液ポリタンク

▼滅菌類・固形廃棄物
及び廃試薬・試薬空
瓶委託票

▼滅菌類・廃試薬
用段ボール

テープ
無機：青
有機：黄

委 託 票
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　本学ではごみの分別を徹底し減量化・資源化の推進に努めています。キャンパス内の各棟１階にはごみの分
別案内と持込み場所の案内を掲示しており、学生および教職員が遵守するようにしています。

　2010年に、津田沼キャンパス６号館の屋上約900㎡に、多肉植物系（セダム）の屋上緑化を実施しました。津
田沼２号館低層棟５階屋上及び新習志野新食堂棟３階に軽量土を使用し低木を植えています。断熱効果による
空調負荷の低減と、植物の二酸化炭素吸収という環境効果があります。

   ごみの分別

   屋上緑化の推進

千葉工業大学  環境報告書  2021

津田沼６号館の屋上緑化

ごみの分別廃棄・収集について ごみの持込み場所・資源ごみ回収ボックスの使い方について
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　キャンパス再開発や震災復旧工事に伴い、キャンパス外周や構内通路の積極的な緑化を推進した結果、現在
では駅前立地ながら緑豊かなキャンパスとなっています。

実験ガスの漏洩による酸素欠乏対策

実験（高圧）ガス保安講習

　実験ガス（窒素、アルゴン、二酸化炭素）の漏洩に
よる酸素欠乏対策として、2018年度、津田沼キャ
ンパス及び新習志野キャンパスで高圧ガスを扱う
研究室、実験室に「酸素検知警報装置」を設置しま
した。

　本学安全委員会では、毎年、学生・教職員対象に実験（高圧）ガス保安講習会を開催しています。実験（高圧）
ガスの取扱い、種類、特徴、危険性、事故例等の講習の他に、実際ボンベに手を触れて減圧弁等の取り付けを実
習したり、可燃性ガスの危険性を実験しながら詳説しています。

   校内緑化の推進

   危険物の取り組み状況

Environmental Report 2021, Chiba Institute of Technology

津田沼キャ
ンパス

新習志野キ
ャンパス
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